
都道府県名：佐賀県 市町村名：伊万里市 

１．活動名 

  すみやま棚田守る会地域保全活動 

２．取組の背景、目的 

当該地域は、昭和 46 年まで、上部に国見炭鉱あり、炭鉱との関わりの中で

生活してきたが、石炭需要の低下に伴い炭坑は閉山し、周辺の造林地は、規模

も小さく、その後の手入れがなされずに荒廃している。また、広葉樹は炭鉱の

閉山とともに利用価値がなくなり放置されていた。 

当会は、平成 13 年に棚田の環境を守るため結成し、水田周りの環境づくり

等に取り組んできたが、水源地の森林は放置された状態であり、干ばつ時には

水不足に、豪雨時には土砂等の処理に悩まされてきたことから、棚田の水源地

において森林整備を行い、水源の確保及び土砂の流出防止等を図るとともに、

地域住民と森林のふれあいの場として活用し、特に、竹の伐採跡地の植栽につ

いては、一部を地域の子供会などと連携を図り、「子供の森」として森林教育

の場としたい。 

３．実施主体 

  すみやま棚田守る会 

４．取組の概要 

森林の有する「水資源の確保」・「土砂流出防止」等の機能が十分に発揮され

るよう侵入竹伐採等の森林整備や広葉樹等の植栽を行い、中山間地域住民の安

心した生活と環境づくりに取り組んでいる。 

また、森林と棚田のつくりだす景観を保全し、都市住民との交流の場として

活用している。 

・侵入竹の除去 

・植栽（クヌギ、ヤマザクラ、シャクナゲ等） 

５．支援事業  佐賀県森林環境税事業（県民参加の森林づくり事業） 

        緑の基金（提案公募型森林・緑づくり活動支援事業） 

６．取組等についての成果や課題 

当事業により、森林の有する様々な機能の維持・増進が図られ、中山間地域

住民の安心した生活と豊かな環境を育んでいる。また、森林と棚田のつくりだ

す景観及び都市住民との交流活動は、周辺地域のモデル的な役割を果たしてお

り、その波及効果は大きいものと思われる。 

なお、今後、会員の年齢が高くなるにつれ活動範囲が限られてくる為、各森

林・農業支援団体との連携を図りながら里山林の保全強化を図っていくための

ネットワークづくりを図っていきたい。 



 

すみやま棚田地区全景 

棚田オーナーによる田植えの様子 

 

地元小学生（5年生）による侵入竹の伐採

跡地への植栽活動の様子 

・クヌギ等の植栽を実施 

 

会員及び地域支援団体等による植栽活動

の様子 

・モミジ等の植栽を実施 

 

親子でのクヌギの植栽体験の様子 

 


